
 第５学年 ほんざかタイム授業案 

  授業者 ○○○○ 
 

１ 単   元   「体育館さよならプロジェクト 歴史と思い出を映像に残そう！」   
２ 単元の目標  
  ・ドローンを使った動画撮影の工夫を知ってドローンを思うように動かすことができる。【知識及び技能】 
  ・思い通りの映像を撮影するために，動きの組み合わせや意図した活動に近づく改善策を考えること 

ができる。                          【思考力・判断力・表現力】 
・友達と協働しながら，課題の解決に向け，粘り強くやり抜こうとする。【学びに向かう力,人間性】 

３ 単元について 
（１）子ども観 

本学級の子どもたちは,どの学習においても意欲的に学習に参加し,新しい知識を得ようと学習に前
向きに取り組むことができる。国語科の「一つの言葉から」では,学習の手順をフローチャートで確認
し,マインドマップを使って多様な表現技法を用いて詩を作成することができた。またプログラミン
グ学習にも興味をもち,前年度より学んでいるスクラッチやセンサーカーを使い，課題に合った動き
をプログラミングすることも体験している。はじめは，筋道立てて考えたり,プログラミングしたもの
がどう動くのかを予想したりすることに慣れない子も多かったが,グループや学級での話し合い活動
を重ねていくことで,論理的に思考できるようになり,ブロックを用いたプログラミングを習得するこ
とができた。そこで，本単元では，子どもたちが自分たちでドローンの動きを考えて決め，意図した
動きにするためにはどのようにすればよいかを論理的に考える力を伸ばしたいと考えた。また，自分
でプログラミングすることで，プログラミングが生活の中で役立っていることを実感してほしい。 
これまで子どもたちは，パーソナルコンピュータやタブレット端末を使いブロックを用いたプログ

ラミング学習を進めてきた。さらに本単元においてもさまざまな見方や考え方を交流し合い,今まで
より高度な機器を扱い,プログラミング的思考力を高めながら，課題への挑戦に向けて協働して取り
組む姿を期待したい。 

（２）教材観 
本単元では，体育館の改修工事をきっかけにして，子どもたちには歴史と伝統が詰まった自分たち

の体育館に感謝の気持ちを込め，さよなら会を開催しようと考えている。開催するにあたり，ビデオ
撮影をして慣れ親しんだ古い体育館の姿を残したいという子どもの思いが出始める。その過程でドロ
ーンを操作して撮影したいという思いをもちプログラミングを学ぶ。思い通りにドローンを飛ばし,
さよなら会を撮影するために,どのようなプログラミングを実行すればよいかを筋道立てて考えるこ
とで,頭の中でイメージしたものを意図した動きにするプログラミング的思考力を高められる。今ま
で,スクラッチなどのキャラクターがどう動くかなどといった二次元の画面の上で実行されていたプ
ログラミング体験は思考力を高めると思われるが，画面を飛び出し,三次元で実際にドローンを動か
すことで,楽しみながら学習できる。また,地上から撮影した映像とは異なる,空中からなどといった
今までは不可能であったアングルの映像を撮影することができる。また，こうした俯瞰的に違う角度
から見る映像を撮ることを通して,ICT 機器やプログラミングが人や社会の中で役立っていることに
児童が気づくことができると考える。さらに,よりよいプログラムを考えることは，論理的思考力をつ
けるためにとても有効的な教材である。 

（３）指導観 
本単元の導入では,思い出のつまった体育館とのお別れにどんなことをしたいか，と問いかけて興

味をもたせていく。数ある案の中からビデオ撮影を選び,学校にドローンがあることを子どもたちに
紹介する。プロの作る映像でもドローンが役立っていることを,ドローンを使った映像を見ながら説
明する。また,学校にあるドローンを紹介したところで,どんな映像を取りたいか児童に問いたい。そ
の時,想像を広げるための支援として PMI や熊手チャートなどの思考ツールで論理的に課題を把握し
活用する。主な学習活動は,さよなら会のビデオを作成することである。まずは,手順をフローチャー
トで可視化し，確認することで論理的に考えてプログラミングをする力を育てたい。その際,考える支
援として,考えたプログラムを紙に書く活動を設定するなど身近でアナログなものを活用しながら,よ
りよいプログラムを考えやすくしたい。話し合いの活動では,自分の考えの根拠を明確にして話し合
いに臨ませたい。そこで,１７人という少人数のよさを生かして,グループ活動などで考えたことなど
をワークシートに表し共有したり,ホワイトボードを活用したりして提示する。これによって,互いの
考えた共通点や相違点に気づき,よりよいプログラミングについて考えやすくなるであろう。そして,
それをもとに話し合い,学習を協働的に進めて行くことによって,筋道立てて考え,プログラミング的
思考力を育むことができるとともにプログラミングが人や社会の生活の中で役に立つことやプログラ
ミングの楽しさを感じてほしいと願っている。 



４ 単元構想図 (19時間完了 本時 13／19)       ※教師の支援  ◆思考ツールの活用 
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体育館が改修工事で生まれ変わるよ,今の体育館にはたくさんの思い出があるね 

 

みんなで体育館に感謝を込めて「さよなら会」をしたいな 

さよなら会を

５年生が企画

したいな 

さよなら会 

・会を開くために校長先生に

お願いしに行こう 

・司会や内容を決めよう 

会の計画 

体育館で遊ぶ

企画を考えた

いな 

体育館で給食

を食べたいな 
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・ 

「さよなら会の計画」をしよう③④ 

・みんなで楽しみながら，体育
館に感謝する会を開くこと
ができたよ 

 

 

会の計画を練ってみんなに呼びかけたいな 
ドローンを飛ばして撮影したいな 

※撮影した映像をどの順番で流すか検討しや
すくするために，映像のチャプターを印刷し
て用意する。 

◆「座標軸」を用いて分類し，使用する映像と
しない映像を選ぶ。 

◆写真撮影とビデオ撮影を「PMI」で整理し,も
っとも効果的な記録方法がビデオ撮影であ
ることに気づけるようにする。 

※さよなら会を映像資料にして残しておくと
あとで役に立つことに気づけるように嵩山
小学校 150 周年記念にふれる。 

 

◆「熊手チャート」を用いて,ドロ
ーンでしか撮影できない映像の
条件を考えさせる。 

新しくなる体育館も待ち遠しいけれど，今の体育館のことも名残惜しくなってきた 

※世代を超えて体育館が使われてきたこと
を実感できるようにするために，長く嵩山
に住んでいる家庭には家族からも思い出
をインタビューするように促す。 

つ
な
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る 
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・ 

「さよなら会」を運営しよう ⑮⑯ 

※スムーズにプログラミングできるように,どんなアングルでどんなものをドロ
ーンで撮影するかを記入できるワークシートを用意する。 

これでよい思い出ビデオが作れるね 

・ドローンを飛ばして，「さよ
なら会」の様子を撮影する
ことができたよ 

ドローンの準備をしよう ⑤⑥ 

「さよなら会」の準備・練習をしよう ⑦⑧⑨⑩ 

※実現可能な案が子どもたちから出るように，
自分たちにできるものは何かと問う。 

どんな姿を残したいかな ⑪⑫⑬（本時）⑭ 

新しくなった体育館と比べてみよう ⑱⑲ 

【ドッジボール班】 

・ボールが飛んでくるから， 

 高く飛ばさないといけな 

いな 

・低空から徐々に高度を上
げて撮影したいな 

 

【給食班】 
・給食の様子がわかるように
したいから，あまり高く飛
ばしてはいけないな 

・近づきすぎても危ないから
飛行距離を考えたいな 

 

【清掃班】 
・一斉に雑巾がけしている様子
を撮影したいな 

・雑巾がけの動きに合わせて，
ドローンを飛ばして撮影した
いな 

 

古い体育館ではたくさんの思い出を作ることができたよ 
新しい体育館も大切にしたいな 

・同じプログラムを使えば，同
じアングルで撮影できるの
で，比較しやすいね 

・新しい体育館は最新の機器
を利用しているし，ぴかぴ
かになったね 

※プログラミングのよさに気づくことができ
るようにするために，２つの動画がどうして
比べやすいのかと切り返す。 

親しんだ私たちの体育館とお別れだよ。５年生のみんなの力で思い出を残そうよ①② 

※プログラムの内容がわかるようにブロックの命令
の意味を掲示する。 

◆「ＰＭＩ」を用いて,撮影した動画のよい点，改善
点，おもしろい点を整理する。 

・ドローンを使って撮影すれば，み

んなが驚く映像を撮影できるの

ではないかな 

撮影の計画 

※さよなら会の意見が出たところで，体育館に
感謝の気持ちをもてるように，今の体育館と
最後のお別れになることを強調する。 

 
さよなら会をビデオ撮影して記念に残したいね ビデオ・写真撮影 

※ドローンの存在に気づき，撮影に活用したく
なるように，ドローンが嵩山小学校に来たこ
とを宣伝するちらしを貼ったり，保管場所の
コンピュータ室に行ったりする。 

・映像の内容の構成を考えて，

決めておきたいな 

・体育館の歴史についても調

べて映像を作るときに役立

てたいな 

撮影内容の準備 

・早くドローンの操作を覚えて，う

まく撮影できるようにしたいな 

・動かせる範囲に制限があること

を注意しないといけないな 

ドローンの準備 

※ドローンを活用すると今までにない映像が
撮影できることを実感するために，プロの人
が撮影した映像を用意する。 

※体育館の歴史について子どもたち自身で
まとめることができるように，子どもがわ
かる資料をあらかじめ用意しておく。 

 

・模擬練習をして本番に備えておこう 

・小道具や音楽の準備もしておこう 

◆「フローチャート」を用いて,準備の手順を可視化してわかりやすくする。 

みんなで考えたから，よりよいプログラミングになったね 

思い出ビデオを作ろう⑰ 

・撮影した映像の順番を考え
なくちゃいけないね 

・撮影したものを使うものと
使わないものに分けよう 

※バグが発生して，ドローンが思うように動か
ないことが発生した場合に備えて，あらかじ
め同じプログラムを組んである予備機を用
意しておく。 

※子どもたちだけでドローンの操作ができる
ように，ドローンを飛ばす手順を示した説明
書を配付しておく。 

【人文字班】 
・最初はアップで撮影し
て，だんだんドローンを
上昇させて，人文字全体
が映るようにしたいな 

 



時
間 

５ 本時の指導 

（１）目 標 

・自分たちの映像の改善点を見つけてプログラミングし直し，ドローンを飛ばすことができる。 

（思考力・判断力・表現力） 

（２）プログラミング学習について 

学習形態 フィジカルプログラミング  使用機器 iPad，tello(ドローン)，タブレット端末 

プログラミング的思考とのつながり ドローンの動きの組み合わせを論理的に考える。 

（３）展 開 

 

学  習  活  動     ※教師の支援  ◆思考ツールの活用  ☆評 価 
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どうプログラミングすれば,問題を解決できるかな 

○修正したプログラムでドローンを飛ばしてみよう 

みんなが作った映像を全員で見てみよう 

 

☆考えた動きに合うブロックを組み合わせ，自分たちが意図したプログラムを完成することが
できたか。（発言,プログラミング，ドローンの飛び方） 

・向きを変える速度が

速すぎたからもっ

と穏やかに向きを

変えたいね 

 

◆ＰＭＩを活用して問題点を話すようにする。 

○プログラミングの問題点を班ごと考え,よりよいものに修正しよう 

班ごとに今日の授業を振り返ろう 

○振り返りをワークシートに書こう 

・ボールが飛んでく

ることを考える

と，今の高さのま

までは危険だよ 

※ドローンが意図した動きになっているかを

判断するために，班長の声に合わせてドロー

ンの動きを目で追いながら正しい動きか確

認するように促す。 

 

※元々の計画を共通理解し映像を見る視点をはっ

きりさせるために，どういう動画を撮りたくて

撮影したものなのかを互いに発表するように指

示する。 

・映像を見て改善策を練ったことで，ドローンでしか撮影することができないかっこいい映像を撮ることが

できそうだよ 

 

※改善策をコード化

する際に困ってい

る班には，意図し

た動きが可能とな

るブロックをヒン

トとして提案す

る。 

※改善の具合がわかるようにするために，現状の

プログラミングと新しく考えたプログラミング

が比較しやすいワークシートを用意しておく。 

 

Ｐ（plus） Ｍ（minus） Ｉ（interesting) 

・ドローンの動

き方が思っ

たとおりで

いいね 

 

・一周回転する

映像もおもし

ろいね 

 

・高いところから

撮りすぎて様子

がよくわからな

いと思うよ 

 

・今の映像は迫力が無

いから，掃除の様子

をもっと大迫力に撮

影したいな 

 

・ドローンだから

こそできる動き

のある撮影をし

たいな 

 

・高度を上げて安

全に飛行できる

ようにしよう 

・ブロックの数字

を変える必要が

あるね 

・高度を下げて，ド

ローンを一周させ

てはどうかな 

・ドローンが四角形を

描くようにブロック

を組み立てよう 

・みんなの動きに合

わせてドローンを

動かしたいな 

・前進のブロックの

タイミングを合わ

せたいね 

・アップの撮影から，

だんだんドローンを

遠ざけたいな 

・繰り返し遠ざけてい

きたいから，リピー

トブロックを使おう 

【ドッジボール班】  【給食班】     【清掃班】    【人文字班】 

・あの動きは，どういうプログラムなんだろう 

・私たちがわからなかったよい点，直す点，おもしろい点が

わかって参考になったよ 

 

※班の子どもたちが自分たちの映像をいつでも見

ることができるように，児童用タブレット端末

に班の映像を入れておく。 

 
※他の班のドローンの動

きを参考にして，自分

の班に取り入れられる

ようにするために，話

し合いの時間に他の班

の子に尋ねる時間を確

保する。 

 改善策を話し合う 

改善策をコード化する 


